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３－４　基本計画

本プロジェクトでは保全林造成のための植林工事、その実施に直接必要な井戸ポンプ給水施設

工事、林道建設工事、及び、保全林保護のための護林員詰所、防護柵、監視所建設工事を実施す

る。また、モデル林としての保全林の保護及び維持管理、研修普及宣伝等のために必要な機材の調

達及びソフトコンポーネントによる研修普及宣伝にかかる指導を行う。

３－４－１　植林工事

植林工事は、本プロジェクトの主要工事である。植林工事には、植栽地の確定と林小班区画設定、

苗木等植林資材の調達、植栽、補植、植林後の保育・保護生物被害対策が含まれる。

（１）　基本方針

　植林工事設計の基本方針は、次のとおり。

　　①　　治沙固定により自然環境と社会経済環境の両面を改善するよう配慮した設計とする。

　　②  植栽地の確定と林小班区画設定

・植栽地の箇所ごとの外周の境界は、コンクリート杭で明示する。

・外周境界内面積には、林道等構造物の占める面積を含むが、それ以外の対象地の総てを治砂

固定のための植林工事の対象地とする。

・植栽工事及び植栽後の維持管理のため、団地毎に 100 ha 程度の面積を単位とした林班区画

を行い、林班の中を約 20 ha程度の面積を単位とした小班に区画する。

・以下では、基本設計調査で測定した植林対象地面積を設計基礎面積とする。この中には一部

図上で計測した部分が含まれる。

・植林工事対象地の境界の最終確定及び林小班区画は、本体工事着手前に行う。



83

　　 ③　植栽樹種と既存植生

　　　・現地で治砂固定用に利用された実績のある樹種を選択する。

　　　・既存植生がある場合は、作業の妨げにならない限り残置する。

　　　④　植栽用苗木など植林用資材の調達

　苗木、穂木、草本種子等は地元の種苗生産等事業体から調達する。

　　　⑤　植栽時期

　植栽は、植物の生育に適した温度条件が確保できるようになる 3月 4月の春植を主体とし、

一部の補植は秋にも計画する。

　　　　⑥　作業順序

短期間に散在した団地で多くの面積の植栽を行わなければならないため、林道建設を先

行して実施し、輸送条件を整えてから植栽工事を行う。また、霊武市対象地では林道及び

補水施設を建設し補水可能な条件を整備してから植栽作業を実施する。

　　　　⑦ 植栽作業方法

計画対象地は流動砂丘の起伏の連続している場所であるため林道から植栽地までの

苗木等資材運搬を含め植栽に係る作業は総て人力作業で実施するよう設計する。

　以上の植林工事に係る設計基本方針による植栽樹種として採用する植栽樹種の特

性等、植栽面積を表 3 - 9  「植栽樹種の特性等一覧表」、表 3 - 1 0「計画対象地の県・市別団

地別の樹種別植栽面積」に示す。
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　表３－９　植栽樹種の特性等一覧表
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表３－1 0 　計画対象地の県・市別団地別樹種別の植栽面積
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（２）　苗木等植林資材の調達

植林用資材としては、苗木・穂木、苗木仮植場・霊武市対象地植栽用の水、砂止め用藁及

び草本種子が必要である。

　　①　基本方針

・植林工事用資材は可能な限り全て地元事業体から購入し、植林工事用資材として利用する。

　　　　・植栽計画に基づき、植栽を実行するのに必要な量の苗木等資材を確保をする。

　　　　・特に苗木については現地の育苗事情を踏まえて、砂地での活着率の維持向上を図れるように

良質の苗木の調達を目指す。

　　②　苗木の必要数量

植栽する苗木の本数は約 1,410 万本である。

このうち新植用苗木等は約 1,060 万本、補植用苗木等は約 350 万本である。

また、県・団地別年次別樹種別苗木等植栽必要本数（新植, 播種量及び補植別の内訳は表

3 - 1 1 - 1 , 2  に示すとおりである。

        
　　表３－1 1 －１　計画対象地の県市別団地別樹種別必要苗木本数等 （新植)
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   　　　　　　　　③  苗木規格

苗畑での苗木生産技術の指導及び購入に係る苗木規格は, 中国国家標準及び標準

流通規格による。

       

　　

表３－1 1 －２　樹種別必要苗木本数（補植）

植栽本（本）

　   表３－1 2 　植林樹種苗木規格表
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　　　　④　苗木の仮植場

苗畑から植栽地への運搬段階で苗木の鮮度を保持するために、林道端に苗木の仮植場

所を設置する。仮植場所は、寒冷紗で日覆いをする。

寒冷紗日覆いの構造は図 3 - 3「仮植場の寒冷紗日覆い」のとおりである。
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 図　３－３
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　　　　⑤ その他の植林用資材の品質

苗木以外の植林用資材である藁、草本種子、水については入手そのもの及び確保すべ

き品質について大きな問題はない。　調達に当たり次のような点に留意する。

・藁の品質・規格

藁の種類は、稲藁または麦藁とし、通常取引で用いられている荷姿、すなわち、天日乾燥

した後に 6～9 kg単位で茎の方向をそろえて縄締めした束を納品すべき荷姿とする。

・種子の品質・規格

草本種子は砂地で普通に見られるサマイ、クロサコウの混合種子である。2年以内に採取

され気乾状態で冷暗所に保管されていたものであることが必要である。

・水の品質・規格

通常の植物育成のための給水に用いる品質のものであること。従って、黄河の水でも充分

である。
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（３）　植　栽

　　①  基本方針

　　　・植栽する樹種は、中国原産であって植栽実績があり植栽に適した樹種を選択する。

　　　・植栽作業には新植、補植の作業種が含まれる。

・新植は春に実施、補植は新植の翌年春及び秋に実施する。

・主たる作業種である新植と補植はできる限り同時施工は避け、労働力のピークを分散させるも

のとする。

　　②　作業順序

実施対象箇所は、2県・1市で 7団地に散在する。工事対象面積は、4,281ha 林道面積等

を含むものである。団地毎の面積は 200～800haの間に分布し比較的まとまっている。これら散

在する植林対象地に一斉に樹木を植栽し短期間で引き渡しを実施するために次の順序で作

業を行う。

A  植林面積が大きいため、先行して実施する林道開設の実施速度、植栽工事に必要な労働者、

苗木の確保及び地域社会経済に与える影響を考慮し、植栽（新植）工事を 3年に分けて実施す

る。

B  林道建設工事を主な植栽(新植)工事適期である春の 3,4月の前に実施する。

C  翌年度以降は春及び秋に植栽(新植、補植）工事を実施し、9月に検査し中国側に引き渡す。

　　③　植栽地の設計

植栽の設計は、中国造林技術基準に準拠する。植栽地における各樹種の配置に関する基

本的な考え方は、つぎのとおりである。地下水位と砂地の地形類型区分に基づき、その類型区

分に適合する樹種を選定し標準地調査法により決定する。

標準地は樹種、植栽方法が同一となる区域を地下水位、砂地、地形、植生等から地帯区

分して設ける。

「砂地類型区分と植栽計画調査標準地位置図」を図 3 - 4 - 1 , 2 , 3 , 4 ,5  に示す。
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植栽計画調査標準地は 50mx50m の区画を設け図 3 - 5「砂丘地部位・名称区分」の砂丘地部位毎

に適切な樹種を選択配置した。

　　　　

　　　　　

砂丘地形部位ごとの樹種配置については、砂丘頂部では、水分条件の如何を問わず、砂丘の高

さ全体の上から 1/3程度の範囲に草本種子を播種し、風砂を抑えつつ、 砂丘の平坦化を図る。砂丘

頂部から下方 1/3 以下の迎砂坡には風砂圧に強い沙柳、花棒等の灌木を、落沙坡周辺には、風埋

設に強い寧条、花棒等の灌木を採用する。水分条件ごとの樹種配置については、灌木においては、

現地の実態と現地の造林専門家の経験則を勘案し決定する。楊樹、旱柳、沙棗等の喬木について

は、湿潤地の丘間低地への配置を原則とする。苗木所要量は７対象地毎に区分して設定した各標

準地毎に得られた樹種別必要数量の平均値をもとに、全体面積に配分をして、樹種別苗木所要量

を算定する。また、楊柴、花棒の種子は穴蒔き、その他の草本種子はばらまきとし、中国のこれまでの

実績から楊柴、花棒の種子は haあたり 37.5kg、その他の草本種子は haあたり 7.5kgを播種する。

この方針により標準地調査し、各植栽計画対象地の樹種別配置を、図 3 - 6 - 1 , 2 , 3 , 4 , 5 ,  6 , 7  「（各団

地別）植栽地樹種配置概念図」の標準地調査地の模式図のとおり決定した。樹種等の配置順は砂

丘の部位、丘間低地の細かな地表面のうねりに応じて適切な樹種等を配置したものである。また、図

中の砂丘と記した下の数値は砂丘地の調査標準地面積に対する面積百分率、樹種の下に記した

数字は調査標準地面積に対する樹種別等の植栽面積百分率である。なお、砂丘の部位は中国語

では「迎風坡」は風上斜面を、「落砂坡」は風下斜面を示す。

　図３－５　砂丘地形部位別名称
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